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点差群 点 差 小 点 差 中 点 差 大
コート種類 NC SCC BCC NC SCC BCC NC SCC BCC








































































































































































































































.05），NCゲームよりも SCCゲームの方が，及び NCゲームより BCCゲームの方が
有意にラリー継続の楽しさを味わえていた。SCCゲームと BCCゲームには有意差は
認められなかった。
注４）分散分析の結果，「技能レベル」×「コート条件」の交互作用（F(2,92)＝4.21,
p＜.05）及び，「点差レベル」×「コート条件」の交互作用（F(4,92)＝2.95,p＜.05）
は有意であったが，その他の交互作用は有意ではなかった。「点差レベル」の主効果
（F(2,46)＝3.93,p＜.05），「技能レベル」の主効果（F(1,46)＝4.10,p＜.05）及び
「コート条件」の主効果（F(2,92)＝11.23,p＜.01）が有意であった。
そこで，まず，コート条件別に技能差の単純主効果を検定した結果，NCゲームに
おいて技能上位者は下位者よりも決定ショットの楽しさが有意に高値を示した（F(1,
46)＝10.08,p＜.01）．SCCゲーム及び BCCゲームにおいては有意差は認められなか
った。
次に，技能レベル別にコート条件の単純主効果を検定した結果，技能上位者におけ
るコート条件による決定ショットの楽しさレベルには有意差は認められなかったが，
技能下位者においては，有意差が認められた（F(2,92)＝14.41,p＜.01）。LSD法に
よる多重比較によれば（Mse＝0.4157,p＜.05），NCゲームより SCCゲーム，及び
NCゲームより BCCゲームの方が決定ショットの楽しさレベルが有意に高値を示し
た。しかし，SCCゲームと BCCゲームの間には有意差は認められなかった。
一方，コート条件別に点差レベルの単純主効果を検定した結果，NCゲームにおけ
る点差レベルによる決定ショットの楽しさに有意差が認められた（F(2,46)＝7.52,p
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＜.01）。LSD法による多重比較によれば（MSe＝0.7138,p＜.05），点差大ゲームよ
りも点差小ゲーム，及び点差大ゲームよりも点差中ゲームの方が決定ショットの楽し
さレベルは有意に高値を示した。しかし，点差小ゲームと点差中ゲームの間の決定シ
ョットの楽しさレベルには有意差は認められなかった。
また，点差レベル別にコート条件の単純主効果を検定した結果，点差小レベル及び
点差中レベルにおけるコート条件による決定ショットの楽しさレベルには有意差は認
められなかったが，点差大レベルにおけるコート条件による決定ショットの楽しさレ
ベルに有意差が認められた（F(2,92)＝15.31,p＜.01）．LSD法による多重比較によ
れば（MSe＝0.4157,p＜.05），NCゲームよりも SCCゲームの方が，及び NCゲー
ムより BCCゲームの方が有意に決定ショットの楽しさを味わえていた。SCCゲーム
と BCCゲームには有意差は認められなかった。
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